
 

 

 

 

 

夏号から、あっという間に季節は冬⛄                           

秋も年末も、来春に向かって記念事業特別委員会の各部会は活動中です。 

そんな部会の近況をお知らせいたします。 

 

＊顔アイコンの表情は、各部会の進捗状況を表しています。笑顔が増えました＾＾ 

 

 

【記念事業部会】 

 

・残月亭茶庭作庭について、仙台市と宮造協で支援協定が取り交わされました。 

 

・残月亭の移築工事も始まり、移築工事担当の「たくみ」さん、記念事業以外の施工区担当の 

竜門園さん、そして記念事業部会の 3者で、工程等調整しながら、施工していきます。 

令和 5年 1月からは、青年部にもチームごとで入っていただき、貴重な研修の機会も 

設けていく予定です。青年部員が所属している事業主様にも、ご理解とご協力を頂き、 

委員一同、感謝申し上げます。 

 

・樹木、石材等材料は、会員様のご協力を頂きながら、選定させていただきました。 

 有難うございます＾＾ 

 

・宮造協 NEWSでも掲載いただけました、残月亭設計意図はご覧いただけたでしょうか？ 

 去年の 6月から、ずっと動いてきた事業部会メンバーの想いをこめて、残月亭の名前 

から想起する文脈を織り交ぜました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

   ＊イメージです 

  いよいよ施工に向けてスタートします！ 

  委員メンバー、青年部員に温かなエールをお願いします m(__)m 
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発行元 

（一社）宮城県造園建設業協会 

設立 40周年記念事業特別委員会 

宮造協会員の皆様へ 



 

【記念誌部会】 

・記念誌発行時期：40周年記念式典・祝賀会終了後の令和 5年 6月～7月 

 

・記念誌内容の計画（企画）： 紙面のデザイン、構成等固まってきました！ 

プロカメラマンが撮影する、動きのある画像、魅せどころ 

が詰まった画像にも期待大です！ 

また、過去に撮りためていた画像を、会員さんのご協力を 

頂きながら集約しました。（元青年部さんの多大なご協力 

もいただき感謝です。） 

懐かしい画像を拝見していると、手が止まってしまい、なか 

なか作業が進みません・・・・・ 

11月に来仙された岡本耕蔵氏と、記念事業部会メンバー 

の対談も取材しております。  

内容の濃い記念誌となるよう、部会メンバー力を合わせ頑 

張ります！ 

 

・広告協賛計画（募集開始時期等）：令和 5年 1月より、第 1期広告協賛の募集案内予定 

です。節目の周年記念誌ですので、ぜひ多くの会員 

様に広告ご協賛、お願い申し上げます！ 

 

 

【式典広報部会】 

 

・式典・祝賀会の日程が決まってまいりました・・5月（風が心地いい季節に・・） 

 

・式典・祝賀会の内容も「40周年のあゆみ」や「残月亭作庭講演」、アトラクション 

 などなど、企画も具体的に詰めてきています。 

 

・残月亭茶庭お披露目企画として、茶庭の案内（作庭者の案内による）、体験茶会を 

 緑化フェア期間中に企画中。時間配分や、人員、日程など、細かな調整をしています。 

  

・広報活動は、来年より積極的にメディア（テレビ・ラジオ・新聞）を使い、市政だよりなど  

 でも広く情報発信していく予定です。 

 

コロナ禍の中、確定できない要素もありますが、 

この記念行事が盛大に行われることを目指し、 

部会メンバーがアイディアを出し合っております。 

どうぞお楽しみに！ 

 

 

デザイン・構成イメージです 

体験茶会イメージ 

ご意見・ご感想お寄せください。     

協会事務局 mail： info@miyagi-zoen.or.jp   FAX:022-265-5589 

 


